
◆米国非破壊検査協会のサーモグラファ認証規格ＳＮＴ－ＴＣ－１Ａに準拠したサーモグラファレベル
　認証取得コース
レベル１コース（４日間）開催予定　：　１０月５日～８日（東京）
レベル２コース（５日間）開催予定　：　１０月２５日～２９日（東京）
　詳細は、当協会事務局までお問合わせ下さい。

◆第１回理事会（平成２２年３月３０日）を開催
理事４名（理事数４名）、監事１名（監事数１名）が出席し、協会設立後、初めての理事会が開催されました。
第１号議案から第１０号議案が審議され、いずれも承認可決されました。
第１号議案　理事の報酬額等金額配分の件　　第２号議案　社員総会の招集権者および議長の順序決定の件
第３号議案　理事会の招集権者および議長の順序決定の件　　第４号議案　理事会規則制定の件
第５号議案　基金取扱い規程制定の件　　第６号議案　基金募集および割当ての件　　第７号議案　組織設置の件
第８号議案　理事担当業務および従業員人事決定の件　　第９号議案　顧問委嘱の件
第10号議案　外部理事との責任限定契約締結の件

◆会員
４月２２日の協会設立発表会が実質的な活動スタートとなりました。会員入会状況は、現在までのところ、
入会申込と入会内諾・希望合わせて、次の14の法人・団体・個人となっています。（敬称略）

①ＮＥＣ Ａｖｉｏ赤外線テクノロジー株式会社　　②株式会社テストー　　③加賀ソルネット株式会社
④有限責任事業組合ビジョンセンシングテクノロジー　　⑤西日本高速道路エンジニアリング関西株式会社
⑥一般社団法人 改修設計センター　　⑦ＴＶＳ構造物診断研究会　　⑧社団法人 日本電気協会　　
⑨社団法人 日本プラントメンテナンス協会　　⑩立命館大学 理工学部 教授 木股雅章
⑪東京工業大学 大学院理工学研究科　教授　橋本壽正　　⑫東京工業大学 大学院理工学研究科　助教　森川淳子
⑬防衛大学校　機械工学科　准教授　中村 元　　⑭株式会社エフ・ディー・イー

本文を書いている時点で、実質的な活動スタートから約２ヶ月を過ぎようとしていますが、未だ、協会の基盤整備に追わ
れ、毎日があっという間に過ぎてしまいます。協会発信の各種企画など、早急にまとめて行かなければならないものが
山積しています。本会報が発行され、皆様方のお手元に届く頃には、色々な企画がスタート出来ていれば良いのですが。
事務局一同がんばるのみです。
本会報の制作に当たっても、初めて経験することばかりで、思うように進まず当初予定から大幅に遅れています。創刊号
ですので、本協会が設立された背景などを知っていただくために、協会設立発表内容が主体となっていますが、記事に
まとめる難しさを痛感している次第です。季刊で、次号は１０月を予定していますが、十分な記事が集められるかと今か
ら気を揉んでいます。
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協会設立発表会

一般社団法人日本赤外線サーモグラフィ協会
設立発表会が盛大に開催されました。

今回、一般社団法人日本赤外線サーモグラフィ協会の理
事長を務めさせていただくことになりました神戸大学の阪
上でございます。どうぞよろしくお願い致します。

幅広い用途、拡大し続ける市場
赤外線サーモグラフィとは、赤外線を検知して温度や熱
を可視化する技術を利用した装置や測定方法ですが、現在
では温度や熱を可視化する装置その物という定義が一般
化しています。赤外線サーモグラフィは現在様々な分野で
応用が進められてきています。
赤外線サーモグラフィは、遠隔から非接触で温度分布を
測定することができ、それを画像化できるのが特徴です
が、この特性を活かして、現在、建築土木診断、電力設備診
断等に使用され、社会の安心安全に役立っています。また、

赤外線カメラという側面からは侵入者の検知や密猟の監視
などのセキュリティ分野をはじめ、感染症の拡大防止に役
立つスクリーニング用の計測器として、空港や港湾ですで
に普及し、重要な役割を担っています。
更に、最近話題になっている地球環境を護るための重要
な取り組みとしてCO2の排出抑制政策がありますが、これ
も赤外線サーモグラフィによって、余分なCO2排出の直接
的原因となっているエネルギー損失を可視化できることか
ら、今後ますます需要は高まると考えられます。
このように赤外線サーモグラフィの応用分野が広がるに
つれ、その市場も年々拡大を続けています。

協会の役割と目的
こうして、市場が拡大する一方で忘れてはならないことが
あります。それは赤外線サーモグラフィを正しくお使い頂く
ということです。赤外線サーモグラフィの良い点でもあり、

誤解を与える点でもあるのです
が、測定結果が画像で分かりやす
く表示されてしまうことから、時
に画像データの中に含まれる環
境からの反射などによる測定誤
差を見過ごして誤った判定をして
しまうことがあります。そういっ
た誤判断をなくすためには、赤外
線サーモグラフィを使用する技
術者の教育が必要となってきま

す。そこで当協会のもう一つの使命として「技術者教育」が
重要であると考えます。
現在、国際機関では、すでに赤外線サーモグラフィによる
様々な規格や資格制度の整備が実施されています。欧米の
先進諸国では、それを背景として、赤外線サーモグラフィの
専門機関による教育が活発化し、特に保守保全分野におけ
るサーモグラフィ診断の普及に貢献しています。一方、国内
では原子力設備の診断や建築外壁診断など、各産業界にお
ける赤外線サーモグラフィ適用の一部規格化、標準化が進
んできているという状況です。
これを受けて、社団法人日本非破壊検査協会では、現
在、日本国内初となる赤外線サーモグラフィ使用者の資格
認証の制定準備を進めている状況です。このような中で、
資格取得のための準備や訓練、あるいは診断実務の実践教
育、更新教育等を幅広く提供できる専門機関というものが
不足しているのが現実です。そこで、当協会では、日本非破
壊検査協会の認証も含め、こういった認証活動を後方支援
できる団体となることも目指しています。
また、今後こういった資格認証や教育訓練を各産業界に
一層普及させていくには、産官学が一体となった連携が必
要となります。その点では当協会が、産官学連携による普及
促進活動のお役に立てればとも考えております。
現在、任意団体やメーカー、学会、協会等で個別に、しか
も部分的に赤外線サーモグラフィの普及推進活動が実施
されておりますけれども、様々な産業分野、科学技術分野
を全て巻き込む形での、業界連携による活動は充分に行わ
れているとはいえない状況です。そこで当協会が色々な業
界の連携による赤外線サーモグラフィの普及促進事業推進
のお手伝いをさせて頂き、全般的、組織的な技術交流、情報
交流の機会を提供するということが望まれているのではな
いかと考えています。
こうした背景と現状から、当協会の目的は以下の３点に
集約されると思います。
①さまざまな分野に赤外線サーモグラフィ技術を益々
普及させること。
②赤外線サーモグラフィの使用者の裾野を益々拡大する
こと。
③赤外線サーモグラフィ使用者の相互の連携を通じて、
赤外線サーモグラフィを社会に役立つツールとして一層
進化させていくこと。
今後、このような目的を達成するために協会の活動を積
極的に展開していきたいと思います。

具体的な業務と活動内容
それでは、目的を達成するための具体的な業務ですが、
まず、第一に教育事業として各種セミナーの企画、運営があ
ります。これは日本非破壊検査協会で設立されようとして
いる資格認証を取得される方のための対応セミナーを含
め、基礎的なセミナーから実践的なものまで様々な企画を
打ち出して行きたいと考えております。また、資格認証に対
応する教育訓練のお手伝い、あるいは関連する技術分野の
専門セミナーですとか、Ｅラーニングで教育を受けていただ
けるようなテキスト教材の整備、書籍の出版といったものも

計画をしています。
第二は、コンサルティングです。これは、現状において民
間企業では手が回らない分野ですが、当協会の設立によっ
て赤外線計測の様々な問題に対応させて頂くコンサルティ
ング活動もできるかと思っております。
第三は、赤外線計測技術による普及促進です。産業界、学
会／協会との連携による展示会、交流会では大会社から中
小企業まで幅広い参加者による技術交流をしていただける
場を設けるなど、様々な活動を考えております。
第四は受託共同研究の実施です。往々にして分野を越え
て研究組織を作るというようなことが難しい場合がありま
すが、そういう場合にも当協会の内部に共同研究組織を構
築することで様々なところからの共同研究を受託し、構築
された研究組織で研究していくといった受託共同研究の実
施も視野に入れております。
また、環境エネルギー、セキュリティなど、今後、赤外線計
測が益々発展していく可能性のある分野に利用促進するた
めの新事業の創出、あるいはそのための研究活動コンソー
シアム活動も事業に取組むことを考えております。
以上、設立させていただきました一般社団法人日本赤外
線サーモグラフィ協会についてご説明させて頂きました。
ご静聴どうも有難うございました（趣意）

平成22年4月22日、東京駅サピアタワー内の東京ステーションコンファレンスにおいて、
一般社団法人日本赤外線サーモグラフィ協会の設立発表会と設立記念パーティーを開催しました。 
発表会及び記念パーティーには赤外線サーモグラフィに関連する企業、団体や学術機関などから多数のご来臨を賜り、
活発な意見交換が行われるなど盛会のうちに無事終了しました。
また一般の設立発表会に先立ち、報道各社を招いてのプレス発表会も開催。
発表後、各紙誌の記者から数多くの質問があがるなど、注目度の高さと期待の大きさが伺える発表会となりました。

特集1

設立趣旨と協会の役割について（要旨）

設立理事・顧問のプロフィール

（社）日本赤外線サーモグラフィ協会
 理事長  阪上

（社）日本赤外線サーモグラフィ協会
 理事  栁内 睦人

（社）日本赤外線サーモグラフィ協会
 理事  佐藤 紀男

神戸大学（大学院工学研究科）教授　阪上 
材料力学，実験力学，破壊力学，非破壊検査工学，逆問題
大阪大学工学部機械工学科卒業(1983)
大阪大学大学院工学研究科産業機械工学専攻博士課程修了(1988)
大阪大学工学部(1994 助教授)
大阪大学大学院工学研究科(1997 助教授, 2007 准教授)
神戸大学大学院工学研究科(2009- 教授)
日本機械学会2009 フェロー　日本材料学会1988 正会員、理事,　評議員　
日本非破壊検査協会1991正会員、理事,　評議員　日本高圧力技術協会1999正
会員、理事　石油学会2009正会員　土木学会2003正会員　日本コンクリート
工学協会2004正会員
日本非破壊検査協会において、赤外線サーモグラフィによる非破壊評価特別研究
委員会　主査

日本大学（大学院生産工研究科） 教授　栁内 睦人
土木材料、コンクリート工学、計測(非破壊検査)
日本大学理工学部経営工学科土木工学専攻卒業(1968)
日本大学大学院理工学研究科修士課程建設工学専攻修了(1970)
東京大学より｢熱赤外線を利用したコンクリート内部の診断手法に関する研究」を
主題に博士(工学)学位を授与(1994)
日本大学生産工学部 助教授(1995)
日本大学生産工学部 教授(2001)
日本大学大学院生産工研究科 教授(2004)
土木学会　正会員　日本コンクリート工学協会　正会員　日本非破壊検査協会
　会員　リモートセンシング学会　会員
日本非破壊検査協会において、赤外線検査教育特別専門委員会委員、鉄筋コンク
リート構造物の非破壊試験特別研究委員会幹事

東京大学名誉教授　芝浦工業大学　教授　魚本 健人
建設複合材料学　維持管理工学
東京大学工学部土木工学科卒業(1971)
論文博士（東京大学）(1981)
東京大学生産技術研究所　助教授(1981)
東京大学生産技術研究所　教授(1992)
東京大学生産技術研究所　副所長(2000)
都市基盤安全工学国際研究センター　センター長(2001)
東京大学名誉教授(2007)
芝浦工業大学教授（建設複合材料研究室）(2007)
日本コンクリート工学協会（ＪＣＩ）　副会長　ＩＳＯ/ＴＣ71SC6　委員長　
アジアコンクリート連盟（ＡＣＦ）　理事　土木学会　コンクリート委員会　委員
日本非破壊検査協会　会員　国際材料構造試験研究機関連合（RILEM）　
非破壊試験委員会　会員　国際構造コンクリート連合（FIB）　会員

佐藤建築事務所（一級建築士）所長　佐藤 紀男
ＮＴＴ建築総合研究所入社
一級建築士
ＮＴＴ建築総合研究所退社(2003)
佐藤建築事務所設立(2003)
(社)日本建築学会　日本建築仕上学会
ＮＴＴ建築総合研究所において、赤外線サーモグラフィによる外壁診断等建築診
断の先駆的研究。(財)日本建築防災協会、(社)ロングライフビル推進協会における
委員会 委員

一般社団法人 日本サーモグラフィ協会　事務局長　福山 伸弘
日本アビオニクス（株）営業部部長（赤外線サーモグラフィ）
NEC Avio赤外線テクノロジー（株）マーケティング部部長(2008)
一般社団法人 日本サーモグラフィ協会　事務局長(2010)
日本非破壊検査協会において、赤外線サーモグラフィによる非破壊
評価特別研究委員会 委員
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協会設立発表会

一般社団法人日本赤外線サーモグラフィ協会
設立発表会が盛大に開催されました。

今回、一般社団法人日本赤外線サーモグラフィ協会の理
事長を務めさせていただくことになりました神戸大学の阪
上でございます。どうぞよろしくお願い致します。

幅広い用途、拡大し続ける市場
赤外線サーモグラフィとは、赤外線を検知して温度や熱
を可視化する技術を利用した装置や測定方法ですが、現在
では温度や熱を可視化する装置その物という定義が一般
化しています。赤外線サーモグラフィは現在様々な分野で
応用が進められてきています。
赤外線サーモグラフィは、遠隔から非接触で温度分布を
測定することができ、それを画像化できるのが特徴です
が、この特性を活かして、現在、建築土木診断、電力設備診
断等に使用され、社会の安心安全に役立っています。また、

赤外線カメラという側面からは侵入者の検知や密猟の監視
などのセキュリティ分野をはじめ、感染症の拡大防止に役
立つスクリーニング用の計測器として、空港や港湾ですで
に普及し、重要な役割を担っています。
更に、最近話題になっている地球環境を護るための重要
な取り組みとしてCO2の排出抑制政策がありますが、これ
も赤外線サーモグラフィによって、余分なCO2排出の直接
的原因となっているエネルギー損失を可視化できることか
ら、今後ますます需要は高まると考えられます。
このように赤外線サーモグラフィの応用分野が広がるに
つれ、その市場も年々拡大を続けています。

協会の役割と目的
こうして、市場が拡大する一方で忘れてはならないことが
あります。それは赤外線サーモグラフィを正しくお使い頂く
ということです。赤外線サーモグラフィの良い点でもあり、

誤解を与える点でもあるのです
が、測定結果が画像で分かりやす
く表示されてしまうことから、時
に画像データの中に含まれる環
境からの反射などによる測定誤
差を見過ごして誤った判定をして
しまうことがあります。そういっ
た誤判断をなくすためには、赤外
線サーモグラフィを使用する技
術者の教育が必要となってきま

す。そこで当協会のもう一つの使命として「技術者教育」が
重要であると考えます。
現在、国際機関では、すでに赤外線サーモグラフィによる
様々な規格や資格制度の整備が実施されています。欧米の
先進諸国では、それを背景として、赤外線サーモグラフィの
専門機関による教育が活発化し、特に保守保全分野におけ
るサーモグラフィ診断の普及に貢献しています。一方、国内
では原子力設備の診断や建築外壁診断など、各産業界にお
ける赤外線サーモグラフィ適用の一部規格化、標準化が進
んできているという状況です。
これを受けて、社団法人日本非破壊検査協会では、現
在、日本国内初となる赤外線サーモグラフィ使用者の資格
認証の制定準備を進めている状況です。このような中で、
資格取得のための準備や訓練、あるいは診断実務の実践教
育、更新教育等を幅広く提供できる専門機関というものが
不足しているのが現実です。そこで、当協会では、日本非破
壊検査協会の認証も含め、こういった認証活動を後方支援
できる団体となることも目指しています。
また、今後こういった資格認証や教育訓練を各産業界に
一層普及させていくには、産官学が一体となった連携が必
要となります。その点では当協会が、産官学連携による普及
促進活動のお役に立てればとも考えております。
現在、任意団体やメーカー、学会、協会等で個別に、しか
も部分的に赤外線サーモグラフィの普及推進活動が実施
されておりますけれども、様々な産業分野、科学技術分野
を全て巻き込む形での、業界連携による活動は充分に行わ
れているとはいえない状況です。そこで当協会が色々な業
界の連携による赤外線サーモグラフィの普及促進事業推進
のお手伝いをさせて頂き、全般的、組織的な技術交流、情報
交流の機会を提供するということが望まれているのではな
いかと考えています。
こうした背景と現状から、当協会の目的は以下の３点に
集約されると思います。
①さまざまな分野に赤外線サーモグラフィ技術を益々
普及させること。
②赤外線サーモグラフィの使用者の裾野を益々拡大する
こと。
③赤外線サーモグラフィ使用者の相互の連携を通じて、
赤外線サーモグラフィを社会に役立つツールとして一層
進化させていくこと。
今後、このような目的を達成するために協会の活動を積
極的に展開していきたいと思います。

具体的な業務と活動内容
それでは、目的を達成するための具体的な業務ですが、
まず、第一に教育事業として各種セミナーの企画、運営があ
ります。これは日本非破壊検査協会で設立されようとして
いる資格認証を取得される方のための対応セミナーを含
め、基礎的なセミナーから実践的なものまで様々な企画を
打ち出して行きたいと考えております。また、資格認証に対
応する教育訓練のお手伝い、あるいは関連する技術分野の
専門セミナーですとか、Ｅラーニングで教育を受けていただ
けるようなテキスト教材の整備、書籍の出版といったものも

計画をしています。
第二は、コンサルティングです。これは、現状において民
間企業では手が回らない分野ですが、当協会の設立によっ
て赤外線計測の様々な問題に対応させて頂くコンサルティ
ング活動もできるかと思っております。
第三は、赤外線計測技術による普及促進です。産業界、学
会／協会との連携による展示会、交流会では大会社から中
小企業まで幅広い参加者による技術交流をしていただける
場を設けるなど、様々な活動を考えております。
第四は受託共同研究の実施です。往々にして分野を越え
て研究組織を作るというようなことが難しい場合がありま
すが、そういう場合にも当協会の内部に共同研究組織を構
築することで様々なところからの共同研究を受託し、構築
された研究組織で研究していくといった受託共同研究の実
施も視野に入れております。
また、環境エネルギー、セキュリティなど、今後、赤外線計
測が益々発展していく可能性のある分野に利用促進するた
めの新事業の創出、あるいはそのための研究活動コンソー
シアム活動も事業に取組むことを考えております。
以上、設立させていただきました一般社団法人日本赤外
線サーモグラフィ協会についてご説明させて頂きました。
ご静聴どうも有難うございました（趣意）

平成22年4月22日、東京駅サピアタワー内の東京ステーションコンファレンスにおいて、
一般社団法人日本赤外線サーモグラフィ協会の設立発表会と設立記念パーティーを開催しました。 
発表会及び記念パーティーには赤外線サーモグラフィに関連する企業、団体や学術機関などから多数のご来臨を賜り、
活発な意見交換が行われるなど盛会のうちに無事終了しました。
また一般の設立発表会に先立ち、報道各社を招いてのプレス発表会も開催。
発表後、各紙誌の記者から数多くの質問があがるなど、注目度の高さと期待の大きさが伺える発表会となりました。
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佐藤建築事務所（一級建築士）所長　佐藤 紀男
ＮＴＴ建築総合研究所入社
一級建築士
ＮＴＴ建築総合研究所退社(2003)
佐藤建築事務所設立(2003)
(社)日本建築学会　日本建築仕上学会
ＮＴＴ建築総合研究所において、赤外線サーモグラフィによる外壁診断等建築診
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委員会 委員
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本日は一般社団法人日本赤外線サーモグラフィ協会設立発表会
ならびに記念パーティの開催、おめでとうございます。
　私は20年以上前に、イギリスでは赤外線で応力を測っているよう
だということを聞きました。赤外線サーモグラフィは熱を測る訳です
が、応力を測るとは何だということで、文献を取り寄せました。弾性の
体積変化によって生じる微小な温度変化を測るということが分かっ
た訳です。その頃は赤外線で応力測るって大変だと思ったので、応力
は測らないで、熱を測って、それを強度という視点から分析した方が
応用分野はたくさんあるぞということで、色々やってみました。10年
位やって、機械学会でその分野の論文を一通り書きました。また、塑
性変形の熱測るって面白い、応力集中で亀裂の周りに塑性変形が起
きると、弾性の応力集中より余程大きな熱が出るので、これを測るこ
とによって強度と破壊の問題がわかる。それから亀裂の検知。疲労亀
裂は肉眼で見つけるのは大変なのだが、高周波電流を流すと亀裂部
の接触熱抵抗によって選択的に発熱して、小さな亀裂までよく見える
ようになる。亀裂検知の有力な方法になり得るという可能性は示す
ことができたが、実用化にまでは至らなかった。もう一つは、外壁タイ
ル。タイルの間に隙間があると色々な要因で、隙間が拡大してタイル
の剥離が起きる。高層ビルでそこの箇所まで行って叩く代わりに、外
から離れて診断できたら凄いなと。やはり10何年位前ですが、その時

は技術が追いつかなかったのか、私どもの熱意が足りなかったのか。
論文書いて満足し、そのままになってしまいました。その後、関係者の
努力により、これは実際の産業応用としていけるぞということになり、
今日に繋がってきたのだと思います。熱っていうのはただ熱を測るだ
けではなくて、色々なことが分かる訳です。特に、サーモグラフィは外
から見て非破壊で測れますから。ただ残念ながら測れるのは表面だ
けで、本当は中が知りたい。そこで、シミュレーション技術と組み合わ
せて、表面のデータを基に解析すると内側が見えてくるなど色々な可
能性が考えられるので、学術面での研究から、産業での応用探求を
行い、是非実用化レベルまで発展させていただきたい。それから、こ
の協会では技術者養成もやろうとしていらっしゃる。私は原子力安全
委員会に関係しており、全国の原発54機の耐震チェックをやってい
るのですが、原子力の中には色々な状態監視で不具合を見つけなけ
ればならないものがたくさんある。ただ、今はおおむね音ですよね。音
というのは中々良い情報ですけど、これからは、熱も見ながら色々な
不具合を発見しようと。凄く良い方法だと思います。協会では、そうい
う所にもこれから普及させていこうとしておられるようで、おおいに期
待したいと思います。国際的に見るとニュークリア・ルネッサンスと云
われて、世界の原発需要が物凄く展開していく。これからは原発に関
わっている人たちが世界の中で大きな仕事をして行くと思います。そ
ういう中で赤外線をキーワードにした測定技術の発展の余地はたく
さんあると思いますので是非やってもらいたい。協会の発展を心から
祈念して私のご挨拶にさせて頂きます。今日はどうもありがとうござ
いました。（趣意）

ご紹介いただきました、水田でございます。
此のたびは日本赤外線サーモグラフィ協会の設立、まことにおめ
でとうございます。
　突然のご指名で当惑しておりますが私の経験話をさせていただ
きます。私どもは、ハイエンドの赤外線カメラを使って材料の応力
測定や疲労破壊の予測を行うというニッチな分野を開拓して参りま
した。幸いにもご採用いただいたお客様が年々増えてまいりました
ので、数年前からユーザ様を中心とした交流会を開いております。
当初からユーザ様の関心は高かったようで、毎年数十社からの参
加をいただき今年1月で第6回を数えました。去年は100年に1度と
いう大変な時代でしたので、今年の開催を自粛してはという意見も
あったのですが、色々な方のご支援もありまして、開催することを決
めました。例年は８０～100人がお見えになるのですが、今年は50

～60人程度でしたが、それでもこれだけお見えになったことで、大
変な価値があったと思います。その中で毎年、阪上先生を中心にし
た応力測定の色々な事例研究の発表がありますが、そこから散逸
エネルギーという言葉が出てくるのですけど、その散逸エネルギー
を赤外線カメラで観察すると色々なことが発見できます。特に自動
車部品の疲労破壊に至るSN曲線と同じようなデータが、スチール
の場合、非常に顕著に出てくるのですが、それは色々な形の事例、
つまり大手ビッグスリーといったところが実験材料を使って測定し
たデータ等、通常では、外部に中々出していただけないけれども、
それじゃ出しましょうということで、データを皆さんの前に出して、
分け隔てなく討議、討論をするというような会になっております。
大変、盛会で私どもも大変感謝しています。その影には、阪上先
生、並びに東工大の岸本先生ですとか、そういった先生方のお力添
えがあったというのはいうまでもありません。今後とも、赤外線
サーモグラフィ協会の名誉ある一員としまして、できるだけ色々な
情報提供などで、ご協力を頂ければと大変期待しております。今後
ともよろしくお願いいたします。どうもありがとうございました。
（趣意）

ただいま、ご紹介頂きました井川です。
　サーモロジー学会理事長から今般、覘いて来いと言われまして場
違いではありますけども、ちょっと参加させていただきました。日本
サーモロジー学会は医療サーモロジーという形でやっておりまし
て、先程の発表会でSARSや新型インフルエンザのことが出ており
ましたけれども、今、我々と厚労省の方で対策をいろいろ考えてお
るところです。また、我々は画像診断士と言う形で、学会から資格付

与をすることで、生体に関してのサーモロジー活動をしています。ま
た、非破壊検査、そちらの方では、貴協会の他、しっかりとお互いの
分野を侵害しないような形での発展を模索していきたいと思ってお
ります。私もサーモグラフィを長く使っておりまして、昭和55年頃の
液体窒素で冷やして使う頃から関わって今に至っております。皆さ
んとともに熱画像という形で生体を対象とした研究をしておる団体
であります。今後とも、仲良くですね、色んな情報を交換しながら、
サーモロジー、サーモグラフィこういったものの発展を願って行きた
いと思っております。本日は日本赤外線サーモグラフィ協会の設立
おめでとうございます。それでは、この協会の発展を願いながら乾
杯をさせて頂きます。 乾杯！（趣意）

橋本でございます。ご指名でございますので一言ご挨拶申し上げ
ます。
協会の設立おめでとうございます。

　私の事を少しお話しておきます。私は高分子材料の熱分析をして
おります。その関係でセンサーとして赤外線カメラというのは非常
に重要な役割と貢献を果たしております。このサーモグラフィが熱

分析に応用できるという非常に面白い結果に着目いたしまして、こ
こ数年、積極的に研究を行っております。サーモグラフィはセンサー
としても熱分析を可視化していくということで、益々、発展していく
のではないかと予感を持っております。従いまして、どんどん値段が
下がって普及していけば、分析部門にもかなり浸透していくのでは
ないかという気がいたしております。 私も、阪上先生に、立ち上げた
当初ずいぶんお世話になりまして、教えを請いました。今後も協力し
て、是非、分析部門での応用を増やしていき、益々、協会とサーモグ
ラフィが発展していくことを願い私の挨拶と代えさせていただきま
す。本日はおめでとうございます。（趣意）

一般社団法人日本赤外線サーモグラフィ協会設立発表会と同時開催された設立記念パーティー

協会設立記念パーティー
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程、発表会での阪上理事長のご挨拶にありましたように赤外線
サーモグラフィ法の啓蒙活動を進めていく所存ですが、これを推進
するためにも皆様方のご協力を賜らなければ発展を望めないと思

います。また、私は土木工学科に従事しておりますが、今世紀はメ
ンテナンスの時代といわれるようにメンテナンスの仕事が数多くな
り、重要視されてきます。そのためには、このような赤外線サーモグ
ラフィ法というような新しい診断技術を担う若い技術者を育成して
いかなければならないと思います。さらに、そのような技術者の診
断技術力をも向上させることが不可欠であります。当協会といたし
ましては、本日ご列席いただきました皆様方からの忌憚ないご意見
をお聞かせいただき、活用させて頂く所存であります。
また、先程の発表会では、時間が短くご意見を頂戴することがで
きませんでしたので、この懇親会を活用して多くの方々からご意見
を聞かせて頂ければ幸いであります。今後ともご協力のほどよろし
くお願い申し上げます。（趣意）
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本日は一般社団法人日本赤外線サーモグラフィ協会設立発表会
ならびに記念パーティの開催、おめでとうございます。
　私は20年以上前に、イギリスでは赤外線で応力を測っているよう
だということを聞きました。赤外線サーモグラフィは熱を測る訳です
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裂は肉眼で見つけるのは大変なのだが、高周波電流を流すと亀裂部
の接触熱抵抗によって選択的に発熱して、小さな亀裂までよく見える
ようになる。亀裂検知の有力な方法になり得るという可能性は示す
ことができたが、実用化にまでは至らなかった。もう一つは、外壁タイ
ル。タイルの間に隙間があると色々な要因で、隙間が拡大してタイル
の剥離が起きる。高層ビルでそこの箇所まで行って叩く代わりに、外
から離れて診断できたら凄いなと。やはり10何年位前ですが、その時

は技術が追いつかなかったのか、私どもの熱意が足りなかったのか。
論文書いて満足し、そのままになってしまいました。その後、関係者の
努力により、これは実際の産業応用としていけるぞということになり、
今日に繋がってきたのだと思います。熱っていうのはただ熱を測るだ
けではなくて、色々なことが分かる訳です。特に、サーモグラフィは外
から見て非破壊で測れますから。ただ残念ながら測れるのは表面だ
けで、本当は中が知りたい。そこで、シミュレーション技術と組み合わ
せて、表面のデータを基に解析すると内側が見えてくるなど色々な可
能性が考えられるので、学術面での研究から、産業での応用探求を
行い、是非実用化レベルまで発展させていただきたい。それから、こ
の協会では技術者養成もやろうとしていらっしゃる。私は原子力安全
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るのですが、原子力の中には色々な状態監視で不具合を見つけなけ
ればならないものがたくさんある。ただ、今はおおむね音ですよね。音
というのは中々良い情報ですけど、これからは、熱も見ながら色々な
不具合を発見しようと。凄く良い方法だと思います。協会では、そうい
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ういう中で赤外線をキーワードにした測定技術の発展の余地はたく
さんあると思いますので是非やってもらいたい。協会の発展を心から
祈念して私のご挨拶にさせて頂きます。今日はどうもありがとうござ
いました。（趣意）

ご紹介いただきました、水田でございます。
此のたびは日本赤外線サーモグラフィ協会の設立、まことにおめ
でとうございます。
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ただいま、ご紹介頂きました井川です。
　サーモロジー学会理事長から今般、覘いて来いと言われまして場
違いではありますけども、ちょっと参加させていただきました。日本
サーモロジー学会は医療サーモロジーという形でやっておりまし
て、先程の発表会でSARSや新型インフルエンザのことが出ており
ましたけれども、今、我々と厚労省の方で対策をいろいろ考えてお
るところです。また、我々は画像診断士と言う形で、学会から資格付

与をすることで、生体に関してのサーモロジー活動をしています。ま
た、非破壊検査、そちらの方では、貴協会の他、しっかりとお互いの
分野を侵害しないような形での発展を模索していきたいと思ってお
ります。私もサーモグラフィを長く使っておりまして、昭和55年頃の
液体窒素で冷やして使う頃から関わって今に至っております。皆さ
んとともに熱画像という形で生体を対象とした研究をしておる団体
であります。今後とも、仲良くですね、色んな情報を交換しながら、
サーモロジー、サーモグラフィこういったものの発展を願って行きた
いと思っております。本日は日本赤外線サーモグラフィ協会の設立
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り、重要視されてきます。そのためには、このような赤外線サーモグ
ラフィ法というような新しい診断技術を担う若い技術者を育成して
いかなければならないと思います。さらに、そのような技術者の診
断技術力をも向上させることが不可欠であります。当協会といたし
ましては、本日ご列席いただきました皆様方からの忌憚ないご意見
をお聞かせいただき、活用させて頂く所存であります。
また、先程の発表会では、時間が短くご意見を頂戴することがで
きませんでしたので、この懇親会を活用して多くの方々からご意見
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赤外線サーモグラフィに関する技術者認証制度について

赤外線サーモグラフィ装置を使用して調査・診断などを
実施する技術者の技量を認証する技術者認証制度の準備
が 社 団 法 人　日 本 非 破 壊 検 査 協 会（JSNDI The 
Japanese Society for Non-destructive Inspection）
にて進められています。すでに海外においては、米国やドイ
ツ等で、サーモグラフィを使用する技術者の技量認証制度
が存在し運営されています。日本においても、サーモグラフィ
技術者の技量認証制度の必要性を感じている方は多かった
のですが、制度化がなかなか進みませんでした。この数年、
ISO（国際標準化機構）での赤外線サーモグラフィ技術者認
証規格が制定されたり、原子力発電所の設備診断の技術指
針にサーモグラフィ検査を実施する技術者の技量について
記載されたりと市場の動きが活発になってきています。本稿
では現在の赤外線サーモグラフィに関する技術者認証の概
要について述べさせていただきます。

現在、赤外線サーモグラフィによる調査・診断ニーズが活
発化している業界として、原子力発電所の設備保全分野と
建築物の外壁診断分野があげられます。それに伴い、赤外
線サーモグラフィ装置を使用する技術者の力量をどのよう
に判断するかが課題となっており、技量認証制度に対する
要求が高まってきています。それぞれの分野における背景に
ついて述べます。

2-1．原子力発電所設備診断
原子力発電所では設備保全に関する新検査制度が２００
９年１月省令施行され、同年４月以降、最初に行われる定
期検査から新保全計画の適用が開始されました。この新
検査制度には新たな設備診断技術として「回転機械振動
診断」「潤滑油診断」「赤外線サーモグラフィ診断」が導
入されました。それぞれの診断技術について、（社）日本
電気協会より「原子力発電所の設備診断に関する技術指
針」が制定され、２００８年６月に発刊されました。この
中には技術者の力量要件について記載されており、赤外線
サーモグラフィ診断技術（JEAG4223-2008）では、米
国非破壊検査協会（ASNT The American Society for 
Non-destructive Testing, Inc）の SNT-TC-1A に基づ
いて訓練された熱赤外線試験に関するＮＤＴ要員資格が採
用されており、測定者の力量要件としてサーモグラファレ
ベル１資格、評価者の力量要件としてサーモグラファレベ
ル２資格を有する者とする記述があります。これは、日本
に赤外線サーモグラフィ技術者の技量認証制度が無かっ
たため、米国の技量認証制度が引用されたことになります。

ASNTの資格認証は、教育・認証実施機関による
SNT-TC-1A規格に準拠したセミナーとトレーニングを受
講することで取得する事が可能であり、サーモグラフィメー
カーや販社が海外の講習専門会社を国内に招聘してセミ
ナーを開催し、技術者認証を発行しています。

2-2．建築物外壁診断
国土交通省は東京都港区の公共賃貸住宅のエレベータ
における死亡事故、大阪府吹田市の遊園地のコースターに
おける死亡事故の発生を受け、建築基準法第12条に基づく
定期検査報告が適切に行われていなかったことが事故につ
ながった可能性が指摘され、定期報告制度について見直し
を実施した。（平成20年4月1日施行）。その中で外壁タイル
等の劣化・損傷状況に関する基準が竣工、外壁改修から10
年を超えた場合「手の届く範囲を打診」から「全面打診等」
に変更されました。（図１参照）

改訂に伴い、国土交通省住宅局建築指導課監修「特殊建
築物等定期調査業務基準 2008 年改訂版」が財団法人　
日本建築防災協会より発刊されている。この中で建築物の外
壁タイル等の全面打診等として、足場等設置してテストハン
マーで全面打診する方法と、手の届く範囲の打診と併用した
赤外線調査が例示されています。赤外線サーモグラフィによ
る外壁診断方法は、以前から実施されている手法であるが、
赤外線サーモグラフィに対する正しい知識と建築物の構造
に対する専門知識が無いと誤診につながる恐れがあるため、
十分なトレーニングを実施する教育機関と技術者の技量を
証明する認証制度の設立が市場から期待されています。

ＩＳＯにおける赤外線サーモグラフィの技術者認証に関
する規格として、ISO 9712:2005　非破壊試験－技術者の
資格及び認証（Non-destructive testing -- Qualification 
and certification of personnel）と ISO18436-7:2008
機械の状態監視及び診断－人の認定及び評価の要求事項－
第 7 部：サーモグラフィ（Condition monitoring and 
diagnostics of machines -- Requirements for 
qualification and assessment of personnel -- Part 
7: Thermography）の２つの規格があります。ISO 
9712:2005 は、赤外線に限らず非破壊検査法全般に対す
る認証規定であり、２００５年度の改訂版よりサーモグラ
フィによる試験方法が記載されました。他の非破壊手法同
様、スキルに応じてレベル１、レベル２、レベル３の３ランク
の資格があります。（レベル３が最上位資格）。ISO 
18436-7:2008 は、機械の状態監視に特化した規格で、
ISO 9712：2005 同様、技術者のスキルに応じて３ランク
の資格があるがこちらはカテゴリーⅠ、カテゴリーⅡ、カテゴ
リーⅢと呼称されています。（カテゴリーⅢが最上位資格）。
海外のサーモグラフィ教育を実施する会社では、ISO 規格
準拠のコースをカリキュラムに加える所も出てきており、
「ISO 規格準拠」が今後のトレンドになるのではないかと思
われます。

（社）日本非破壊検査協会において赤外線サーモグラフィ
に関する技術者の資格認証制度設立にむけた活動が行わ
れています。（社）日本非破壊検査協会では JIS Z 
2305:2001に準拠した技術者認証を実施しているが、これ
は ISO9712:1999 が基礎となっており ISO9712:2005 か
ら採用されている赤外線サーモグラフィの記載がありませ
ん。JIS の改訂を待っていては、現在の社会的要求に応える
時期を失する可能性もあり、独自に資格認証制度をスタート
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しており、レベル３に関する規定は保留されており空欄と
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上記表にて明らかなようにNDIS0604はISO09712に準
拠した資格になるよう検討されています。いずれJIS Z 
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通していますが、完全に一致していないため、どのように対
応するか方向性を模索していると思われます。いずれにして
も、近い将来には、日本非破壊検査協会で赤外線サーモグ
ラフィの技術者認証制度が開始されると思われます。

（山越孝太郎）
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赤外線サーモグラフィに関する技術者認証制度について

赤外線サーモグラフィ装置を使用して調査・診断などを
実施する技術者の技量を認証する技術者認証制度の準備
が 社 団 法 人　日 本 非 破 壊 検 査 協 会（JSNDI The 
Japanese Society for Non-destructive Inspection）
にて進められています。すでに海外においては、米国やドイ
ツ等で、サーモグラフィを使用する技術者の技量認証制度
が存在し運営されています。日本においても、サーモグラフィ
技術者の技量認証制度の必要性を感じている方は多かった
のですが、制度化がなかなか進みませんでした。この数年、
ISO（国際標準化機構）での赤外線サーモグラフィ技術者認
証規格が制定されたり、原子力発電所の設備診断の技術指
針にサーモグラフィ検査を実施する技術者の技量について
記載されたりと市場の動きが活発になってきています。本稿
では現在の赤外線サーモグラフィに関する技術者認証の概
要について述べさせていただきます。

現在、赤外線サーモグラフィによる調査・診断ニーズが活
発化している業界として、原子力発電所の設備保全分野と
建築物の外壁診断分野があげられます。それに伴い、赤外
線サーモグラフィ装置を使用する技術者の力量をどのよう
に判断するかが課題となっており、技量認証制度に対する
要求が高まってきています。それぞれの分野における背景に
ついて述べます。

2-1．原子力発電所設備診断
原子力発電所では設備保全に関する新検査制度が２００
９年１月省令施行され、同年４月以降、最初に行われる定
期検査から新保全計画の適用が開始されました。この新
検査制度には新たな設備診断技術として「回転機械振動
診断」「潤滑油診断」「赤外線サーモグラフィ診断」が導
入されました。それぞれの診断技術について、（社）日本
電気協会より「原子力発電所の設備診断に関する技術指
針」が制定され、２００８年６月に発刊されました。この
中には技術者の力量要件について記載されており、赤外線
サーモグラフィ診断技術（JEAG4223-2008）では、米
国非破壊検査協会（ASNT The American Society for 
Non-destructive Testing, Inc）の SNT-TC-1A に基づ
いて訓練された熱赤外線試験に関するＮＤＴ要員資格が採
用されており、測定者の力量要件としてサーモグラファレ
ベル１資格、評価者の力量要件としてサーモグラファレベ
ル２資格を有する者とする記述があります。これは、日本
に赤外線サーモグラフィ技術者の技量認証制度が無かっ
たため、米国の技量認証制度が引用されたことになります。

ASNTの資格認証は、教育・認証実施機関による
SNT-TC-1A規格に準拠したセミナーとトレーニングを受
講することで取得する事が可能であり、サーモグラフィメー
カーや販社が海外の講習専門会社を国内に招聘してセミ
ナーを開催し、技術者認証を発行しています。

2-2．建築物外壁診断
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における死亡事故、大阪府吹田市の遊園地のコースターに
おける死亡事故の発生を受け、建築基準法第12条に基づく
定期検査報告が適切に行われていなかったことが事故につ
ながった可能性が指摘され、定期報告制度について見直し
を実施した。（平成20年4月1日施行）。その中で外壁タイル
等の劣化・損傷状況に関する基準が竣工、外壁改修から10
年を超えた場合「手の届く範囲を打診」から「全面打診等」
に変更されました。（図１参照）
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ん。JIS の改訂を待っていては、現在の社会的要求に応える
時期を失する可能性もあり、独自に資格認証制度をスタート
させています。すでに、赤外線サーモグラフィ試験に関する
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築・土木構造物表層部の変状評価のための試験方法
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を満足させる内容となっています。各規定の要求事項につい

て下表に比較しました。NDIS0604 はレベル２までを規定
しており、レベル３に関する規定は保留されており空欄と
なっています。また ISO18436-7では、レベルはカテゴリー
という呼称ですが表中ではレベルで表記されています。

上記表にて明らかなようにNDIS0604はISO09712に準
拠した資格になるよう検討されています。いずれJIS Z 
2305がISO9712:2005に対応した形で改訂された場合で
も、速やかな移 行が 可能であると思われます。
ISO18436-7は、NDIS0604と内容的にかなりの部分が共
通していますが、完全に一致していないため、どのように対
応するか方向性を模索していると思われます。いずれにして
も、近い将来には、日本非破壊検査協会で赤外線サーモグ
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最終形　独自の進化

2次元
マイクロボロメータ

非冷却

2次元 InSb
スターリング冷却

高性能

2次元 QWIP
スターリング冷却
長波長 /2 波長

高画素化
低価格化
多用途化

テラヘルツ検出も

高度な測定
研究開発
非破壊検査

測定波長帯
高度な熱解析

検出器
研究開発

弱点を克服

普及

1970～1979 1980～1989 1990～1999

赤外線熱画像装置の弱点

1.冷却剤の補充が必要
2.フレーム速度が遅い
3.画質が悪い
4.装置が大きい
5.冷却器のメンテが必要

普及の妨げ

1次元センサ
液体窒素冷却／アルゴンガス冷却

機械走査

2次元センサ
スターリング冷却
電子走査

冷却器が不要に

さらに小型化・メンテナンスフリー

1次元センサ
スターリング冷却
機械走査

機械走査系が不要に

小型化・高速/高画質化

冷却剤の補充不要

取扱が容易に

赤外線サーモグラフィの市場について

世界と国内の市場規模（出荷台数）は、この数年の間で急
拡大を続けていますが、電力・電気設備の保守保全、発熱
異常監視、建物診断に代表される非破壊検査等がこれを牽
引しています。さらに、国内では建築基準法（定期報告制度）
の改正により赤外線診断の適用範囲が広がり、また、２００
９年、原子力施設の保全技術指針に赤外線サーモグラフィ
法の適用が制定されました。さらには、改正省エネルギー法
が施行されたことにより、熱エネルギーの漏れ診断にまで用
途が拡大すると見込まれます。
このような追い風を受けて、国内の経済情勢が必ずしも良
くない中でも、赤外線サーモグラフィの国内出荷台数は拡
大を続けています。しかし、海外市場に比べて、導入に慎重

な顧客が多く、力強さに欠けているのも事実です。
この原因のひとつとして、製品開発は日進月歩で進化を加
速させているように見えますが、製品を正しく使いこなす教
育ソフトの準備と実施の遅れで、安心して導入できる環境が
整ってないことが考えられます。一般的な測定器に比べ、赤
外線サーモグラフィは未だ、なじみの薄い製品と云えます。
速やかに、更なる普及を目指すには、市場要求にあった製
品開発、市場への広報活動と用途開発、教育活動の三位一
体の動きをすることが必要不可欠となります。
赤外線サーモグラフィは、非常に広範囲な応用分野を有
していますが、まだ浅く、浸透が不十分であると云えます。

当協会は、赤外線サーモグラフィのより広範な科学技術分
野への普及を図るとともに、赤外線サーモグラフィを正しく
使って正しい測定ができる技術者を養成する事業を展開い
たします。
また、協会独自の活動に加え、赤外線サーモグラフィの関
連分野での産・官・学の連携を推進するお手伝いも種々の
関連団体とともに行うことが出来ればと考えています。

事業を展開するために必要な組織を構築していきます。
教育部がセミナーの運営から講師まで、一貫した担当とな

り、中心的な組織となっています。
委員会運営部と２つの部会は、市場統計調査、市場課題
調査、標準化・規格化等普及促進させていくために必要と
なるデータ収集や課題を克服するための検討委員会の立ち
上げを担っていきます。

７つの事業を柱に、当協会の活動を展開していきます。中
でもセミナー事業が中心的な役割を担います。初年度は、セ
ミナーを中心としたものになりますが、基礎セミナー、専門分
野別定期講習会、資格取得セミナー、受託セミナー等種類と
内容を充実させて行きます。
コンサルティング、受託・共同研究等も順次展開して行く

ことになります。

当協会の目的と事業を行うことに賛同頂ける法人、団体を
会員とし、部会や委員会活動に積極的に参加頂く事により、
当協会と共に赤外線サーモグラフィの普及促進を図ってい
きます。
会員には、特典も準備し、有益な会員制度を目指していき

たいと思います。

参考に応用分野例を掲げておきます。
自動車、鉄鋼、電力・ガス・原子力、航空・宇宙、鉄道、住宅・
家電、建築・土木・防災、大学・研究所、プラント、産業廃棄・
ごみ処理、重電、船舶・造船、医療、アグリ・食品、動物医療、
畜産、パンデミック対策（サーズ、新型インフル）、山林火災監
視、火山監視・・・・

トピックス2

－最近の製品と市場について－

赤外線サーモグラフィ（含む赤外線カメラ、モジュー
ルカメラ）の世界市場は、１０年程前迄は、数百億円に
過ぎませんでしたが、今や1,000 億円を超す規模に発
展し、今後も拡大していくと予測されます。国内市場に
おいては、出荷金額は微増ですが出荷台数がここ数年
で３倍以上に増加しています。
赤外線サーモグラィの発展の歴史を見ると、非冷却

型２次元センサーの開発と製品化が市場拡大のターニ
ングポイントになったことが分かりますが、これは、技
術革新による小型・軽量化、操作性の改善、低価格化
が実現されたことが最大の要因といえます。

赤外線サーモグラフィの歴史と進化

（Maxtech 社（米国）調査資料（2009 年版）を参考とした ITAの推定）
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協会設立要旨
当協会の目的・組織・事業・会員制度

特集3

当協会は、日本における赤外線サーモグラフィの専門機関として、赤外線サーモグラフィに関する調査・研究、知識・
技術の普及啓発および人材育成等の事業を展開することにより、産業界および一般社会に赤外線サーモグラフィの普
及を図り、安心・安全で環境にやさしい未来社会の実現に貢献していきます。

法人設立の目的 組　織

事業内容 会員制度

1.渉外活動
2.総務、
　経理・法務業務・
　予算管理、契約業務
3.受託・共同研究
4.広報業務
5.会誌作成

■セミナー企画・運営
・基礎セミナー
・実践セミナー
・サーモグラファセミナー
 （レベル1、レベル2）
・ソリューションセミナー
・受託セミナー
■出版業務

■市場統計調査
■製品規格
■情報交流・イベント

・資格検討委員会
・新技術検討委員会

今後、設置を検討している委員会の例。

■構造物診断、プラント、
　電気設備診断

理事会

会員（正会員・賛助会員・特別会員）

教育部事務局 サーモグラフィ機器部会

委員会運営部顧 問

非破壊診断普及部会

セミナー・教育普及促進/
新事業創出　

サーモグラフィの専門機関を組織し、
幅広い教育の提供と

各界連携による赤外線市場の普及啓発を目的とする。

顧客、学・協会、政府関連機関、公的研究機関、メーカー

電力設備診断　構造物診断　プラントメンテナンス　環境計測診断業界

連 携
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■規格/資格の制定・認証事業の検討

■関連書籍の出版

■会員の種別と資格
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1.協会誌（季刊）による情報提供
2.セミナー受講の会員特典価格の適用
3.研究・普及促進・規格化・書籍出版活動等の委員会活動への参画（正会員）
4.展示会やセミナーなどの普及啓発活動への参加
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赤外線サーモグラフィの市場について

世界と国内の市場規模（出荷台数）は、この数年の間で急
拡大を続けていますが、電力・電気設備の保守保全、発熱
異常監視、建物診断に代表される非破壊検査等がこれを牽
引しています。さらに、国内では建築基準法（定期報告制度）
の改正により赤外線診断の適用範囲が広がり、また、２００
９年、原子力施設の保全技術指針に赤外線サーモグラフィ
法の適用が制定されました。さらには、改正省エネルギー法
が施行されたことにより、熱エネルギーの漏れ診断にまで用
途が拡大すると見込まれます。
このような追い風を受けて、国内の経済情勢が必ずしも良
くない中でも、赤外線サーモグラフィの国内出荷台数は拡
大を続けています。しかし、海外市場に比べて、導入に慎重

な顧客が多く、力強さに欠けているのも事実です。
この原因のひとつとして、製品開発は日進月歩で進化を加
速させているように見えますが、製品を正しく使いこなす教
育ソフトの準備と実施の遅れで、安心して導入できる環境が
整ってないことが考えられます。一般的な測定器に比べ、赤
外線サーモグラフィは未だ、なじみの薄い製品と云えます。
速やかに、更なる普及を目指すには、市場要求にあった製
品開発、市場への広報活動と用途開発、教育活動の三位一
体の動きをすることが必要不可欠となります。
赤外線サーモグラフィは、非常に広範囲な応用分野を有
していますが、まだ浅く、浸透が不十分であると云えます。

当協会は、赤外線サーモグラフィのより広範な科学技術分
野への普及を図るとともに、赤外線サーモグラフィを正しく
使って正しい測定ができる技術者を養成する事業を展開い
たします。
また、協会独自の活動に加え、赤外線サーモグラフィの関
連分野での産・官・学の連携を推進するお手伝いも種々の
関連団体とともに行うことが出来ればと考えています。

事業を展開するために必要な組織を構築していきます。
教育部がセミナーの運営から講師まで、一貫した担当とな

り、中心的な組織となっています。
委員会運営部と２つの部会は、市場統計調査、市場課題
調査、標準化・規格化等普及促進させていくために必要と
なるデータ収集や課題を克服するための検討委員会の立ち
上げを担っていきます。

７つの事業を柱に、当協会の活動を展開していきます。中
でもセミナー事業が中心的な役割を担います。初年度は、セ
ミナーを中心としたものになりますが、基礎セミナー、専門分
野別定期講習会、資格取得セミナー、受託セミナー等種類と
内容を充実させて行きます。
コンサルティング、受託・共同研究等も順次展開して行く

ことになります。

当協会の目的と事業を行うことに賛同頂ける法人、団体を
会員とし、部会や委員会活動に積極的に参加頂く事により、
当協会と共に赤外線サーモグラフィの普及促進を図ってい
きます。
会員には、特典も準備し、有益な会員制度を目指していき

たいと思います。

参考に応用分野例を掲げておきます。
自動車、鉄鋼、電力・ガス・原子力、航空・宇宙、鉄道、住宅・
家電、建築・土木・防災、大学・研究所、プラント、産業廃棄・
ごみ処理、重電、船舶・造船、医療、アグリ・食品、動物医療、
畜産、パンデミック対策（サーズ、新型インフル）、山林火災監
視、火山監視・・・・

トピックス2

－最近の製品と市場について－

赤外線サーモグラフィ（含む赤外線カメラ、モジュー
ルカメラ）の世界市場は、１０年程前迄は、数百億円に
過ぎませんでしたが、今や1,000 億円を超す規模に発
展し、今後も拡大していくと予測されます。国内市場に
おいては、出荷金額は微増ですが出荷台数がここ数年
で３倍以上に増加しています。
赤外線サーモグラィの発展の歴史を見ると、非冷却

型２次元センサーの開発と製品化が市場拡大のターニ
ングポイントになったことが分かりますが、これは、技
術革新による小型・軽量化、操作性の改善、低価格化
が実現されたことが最大の要因といえます。

赤外線サーモグラフィの歴史と進化

（Maxtech 社（米国）調査資料（2009 年版）を参考とした ITAの推定）
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当協会は、日本における赤外線サーモグラフィの専門機関として、赤外線サーモグラフィに関する調査・研究、知識・
技術の普及啓発および人材育成等の事業を展開することにより、産業界および一般社会に赤外線サーモグラフィの普
及を図り、安心・安全で環境にやさしい未来社会の実現に貢献していきます。

法人設立の目的 組　織
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1.渉外活動
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　経理・法務業務・
　予算管理、契約業務
3.受託・共同研究
4.広報業務
5.会誌作成

■セミナー企画・運営
・基礎セミナー
・実践セミナー
・サーモグラファセミナー
 （レベル1、レベル2）
・ソリューションセミナー
・受託セミナー
■出版業務

■市場統計調査
■製品規格
■情報交流・イベント

・資格検討委員会
・新技術検討委員会

今後、設置を検討している委員会の例。

■構造物診断、プラント、
　電気設備診断

理事会

会員（正会員・賛助会員・特別会員）

教育部事務局 サーモグラフィ機器部会

委員会運営部顧 問

非破壊診断普及部会

セミナー・教育普及促進/
新事業創出　

サーモグラフィの専門機関を組織し、
幅広い教育の提供と

各界連携による赤外線市場の普及啓発を目的とする。

顧客、学・協会、政府関連機関、公的研究機関、メーカー

電力設備診断　構造物診断　プラントメンテナンス　環境計測診断業界

連 携

■セミナーの実施

■コンサルティング
■普及促進

■受託・共同研究の実施
■新事業の創出（環境・エネルギー・セキュリティ分野への利用促進）

■規格/資格の制定・認証事業の検討

■関連書籍の出版

■会員の種別と資格

■会員の特典
1.協会誌（季刊）による情報提供
2.セミナー受講の会員特典価格の適用
3.研究・普及促進・規格化・書籍出版活動等の委員会活動への参画（正会員）
4.展示会やセミナーなどの普及啓発活動への参加
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一般社団法人　日本赤外線サーモグラフィ協会

会員入会申込書
一般社団法人　日本赤外線サーモグラフィ協会
理事長　阪上 隆英　殿

貴協会の事業趣旨に賛同し、入会を申し込みます。
会員規約等を遵守致します。

平成　　年　　月　　日

会員の種類
正会員
賛助会員

協会の趣旨に賛同し、その事業活動に協力しようとする法人又は団体
協会の趣旨に賛同する法人又は団体

ふりがな

ふりがな

ふりがな

ふりがな

法人／団体名

代表者名

住所
電話 FAX

ホームページ http://

〒

担当者名

電話
Eメール
事業内容

入会理由／目的

添付書類（必須） 会社概要パンフレット又は経歴書

注１：推薦書（任意）は、正会員、賛助会員、社員、理事の内、いずれかひとつから入手してください。
注２：入会申込書を受領後、理事会で入会審査を行います。承認後、入会金と年会費の請求書をお送りいたします。
注３：会員データは、会員規約に従って取り扱います。

推薦書添付書類（任意）

FAX

役職

役職

部署名

印
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協会の事業計画（実施と予定）

当協会の事業計画は、初年度スタートとして、セミナー教
育の提供による技術者の育成と有益な資格認証を生かした
産業界への普及啓発活動から入っていくことになります。セ
ミナー教育活動は、最重要テーマと位置付けており、当協会
が最も力を入れていきたいところであり、また、最も得意と
するところでもあります。
事業を早く軌道に乗せ、次のステップである新規事業の
創出、更には海外との連携へと進ませたいと思っています。
新規事業は、産業界はもちろんのこと、官・学や団体も含め
た広範な展開で検討していく必要があると思われます。市
場の創出から製品展開、教育、資格、適用制度まで、一貫し
た検討が望まれます。
海外との連携は、何かに付けて遅れがちな国内の制度を
整備していく際に、先行している海外の制度をいち早く参考
に出来るような連携から、相互の制度情報や市場情報の交
換を通して普及啓発の手掛かりを得ることから始めること
になります。

初年度の具体的な活動は、先ず、協会運営の基本的なも
のである広報として会報の発行、ホームページの充実、合わ
せて、基盤となる会員制度の整備を行ないました。また、委
員会規約等の各種規約の整備を進めています。
対外活動としては、展示会の共同企画やコンサルティン
グ、共同研究などの話も浮上してきていますが、まだまだ、
これからの取組みを積極的に展開していく必要があります。
セミナー教育の準備と取組みが最も進んでおり、初年度は
合計３７回程の開催を計画しています。
現在のところ、入門編である基礎セミナーが最も多く、市
場からの要求も一番多いセミナーです。いかに、赤外線の基
本原理が知られていないかが窺い知れるところです。不断
のセミナー活動が問われるところで、協会の使命と自認して
います。

セミナー教育は、入門コース（基礎編）、専門分野コース、
資格取得対応コースを計画しています。また、受託セミナー
として法人・団体向けや学校教育向けも企画しています。
入門コース（基礎編）は、赤外線サーモグラフィの使用に
おいてあらゆる応用の基礎となるもので、全てに共通する
最も重要なコースです。現在、定期開催中です。
専門分野コースは、現在、市場において注目度の高い外
壁診断や電気設備診断のセミナーを企画しています。外壁
診断セミナーから立ち上げる計画を立案中です。
資格取得対応コースとしては、米国ＡＳＮＴ（米国非破壊
検査協会）準拠のセミナーを現在、随時開催中です。また、
国内の JSNDI（日本非破壊検査協会）が準備を進めている
サーモグラフィの非破壊試験における技術者の資格に関し
ては、今後、当協会はその資格試験の準備に向けた講習会
の開催を積極的に提案・協力をさせて頂く予定であります。

本協会のスタート事業は、
セミナー教育の提供による技術者の育成と
有益な資格認証を生かした産業界への普及啓発を実施。

新規需要の創出

・産官学共同による需要開発
・環境・エネルギー・セキュリティへの利用促進
・書籍出版とＥラーニング

海外との連携

・アジア諸国（韓国・中国）との連携
・欧米諸国のイベント活動参加と提携の検討

事業計画について（事業の展望）

当初1年間の事業計画（詳細）

赤外線サーモグラフィ 教育セミナーの計画概要

セミナー
事業

2010年度（H22年度）

上期（2010年4月～9月） 下期（2010年10月～2011年3月）

普及促進
事業

運　営
（事務局）

年間37回開催（受講者数：約1,050名）

・基礎セミナー
・実践セミナー
・資格取得セミナー
・ソリューションセミナー

1 会報・ホームページ準備
2 総務・経理及び全体運営

1 会報作成・ホームページ更新・運営
2 総務・経理及び全体運営
3 契約業務、広報活動
4 出版業務

普及促進事業スキーム検討
具体的渉外活動計画の策定

会員候補の入会
委員会組織

活動準備期間

本
格
的
な
事
業
ス
タ
ー
ト

事業年度：毎年4月1日～翌年3月31日

■初年度の事業計画

Ｗｅｂ教育
（通信教育）

入門コース 専門分野コース 資格取得対応コース

セミナー

受託セミナー
（出張・講師派遣）

基礎講座①～③
アプリケーション①、②
正しいカメラの選び方

試験対策講座①、②

JSNDI（日本非破壊検査協会）

ASNT（米国非破壊検査協会）準拠基礎セミナー

外壁診断セミナー
2010年秋開催予定！

学校法人様向け
（キッズ体験セミナー）

電気設備診断セミナー
2010年秋開催予定！

サーモグラフィ試験（技術者の資格）講習会
開催の提案・協力

サーモグラファ資格取得セミナー
開催中！

団体・企業法人様向けセミナー 基礎～資格対応セミナーまで
随時受付中！

CPDポイント制度、キャリア助成金制度については検討中

セミナー教育と普及促進事業

・セミナー教育による技術者育成
・非破壊診断の普及啓発
・産業界の資格・規格の整備検討

2010年

セミナー／展示会／
関連機関との渉外活動

コンサルティング／産業界の規格／
資格整備の検討

構造物診断

メンテナンス
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一般社団法人　日本赤外線サーモグラフィ協会

会員入会申込書
一般社団法人　日本赤外線サーモグラフィ協会
理事長　阪上 隆英　殿

貴協会の事業趣旨に賛同し、入会を申し込みます。
会員規約等を遵守致します。

平成　　年　　月　　日
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正会員
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ふりがな

ふりがな

ふりがな

ふりがな

法人／団体名

代表者名

住所
電話 FAX
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印
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として法人・団体向けや学校教育向けも企画しています。
入門コース（基礎編）は、赤外線サーモグラフィの使用に
おいてあらゆる応用の基礎となるもので、全てに共通する
最も重要なコースです。現在、定期開催中です。
専門分野コースは、現在、市場において注目度の高い外
壁診断や電気設備診断のセミナーを企画しています。外壁
診断セミナーから立ち上げる計画を立案中です。
資格取得対応コースとしては、米国ＡＳＮＴ（米国非破壊
検査協会）準拠のセミナーを現在、随時開催中です。また、
国内の JSNDI（日本非破壊検査協会）が準備を進めている
サーモグラフィの非破壊試験における技術者の資格に関し
ては、今後、当協会はその資格試験の準備に向けた講習会
の開催を積極的に提案・協力をさせて頂く予定であります。

本協会のスタート事業は、
セミナー教育の提供による技術者の育成と
有益な資格認証を生かした産業界への普及啓発を実施。

新規需要の創出

・産官学共同による需要開発
・環境・エネルギー・セキュリティへの利用促進
・書籍出版とＥラーニング

海外との連携

・アジア諸国（韓国・中国）との連携
・欧米諸国のイベント活動参加と提携の検討

事業計画について（事業の展望）

当初1年間の事業計画（詳細）

赤外線サーモグラフィ 教育セミナーの計画概要
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普及促進
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（事務局）

年間37回開催（受講者数：約1,050名）
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・資格取得セミナー
・ソリューションセミナー

1 会報・ホームページ準備
2 総務・経理及び全体運営

1 会報作成・ホームページ更新・運営
2 総務・経理及び全体運営
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具体的渉外活動計画の策定

会員候補の入会
委員会組織
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Ｗｅｂ教育
（通信教育）

入門コース 専門分野コース 資格取得対応コース

セミナー

受託セミナー
（出張・講師派遣）

基礎講座①～③
アプリケーション①、②
正しいカメラの選び方

試験対策講座①、②

JSNDI（日本非破壊検査協会）

ASNT（米国非破壊検査協会）準拠基礎セミナー

外壁診断セミナー
2010年秋開催予定！

学校法人様向け
（キッズ体験セミナー）

電気設備診断セミナー
2010年秋開催予定！

サーモグラフィ試験（技術者の資格）講習会
開催の提案・協力

サーモグラファ資格取得セミナー
開催中！

団体・企業法人様向けセミナー 基礎～資格対応セミナーまで
随時受付中！

CPDポイント制度、キャリア助成金制度については検討中

セミナー教育と普及促進事業

・セミナー教育による技術者育成
・非破壊診断の普及啓発
・産業界の資格・規格の整備検討

2010年

セミナー／展示会／
関連機関との渉外活動

コンサルティング／産業界の規格／
資格整備の検討
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◆米国非破壊検査協会のサーモグラファ認証規格ＳＮＴ－ＴＣ－１Ａに準拠したサーモグラファレベル
　認証取得コース
レベル１コース（４日間）開催予定　：　１０月５日～８日（東京）
レベル２コース（５日間）開催予定　：　１０月２５日～２９日（東京）
　詳細は、当協会事務局までお問合わせ下さい。

◆第１回理事会（平成２２年３月３０日）を開催
理事４名（理事数４名）、監事１名（監事数１名）が出席し、協会設立後、初めての理事会が開催されました。
第１号議案から第１０号議案が審議され、いずれも承認可決されました。
第１号議案　理事の報酬額等金額配分の件　　第２号議案　社員総会の招集権者および議長の順序決定の件
第３号議案　理事会の招集権者および議長の順序決定の件　　第４号議案　理事会規則制定の件
第５号議案　基金取扱い規程制定の件　　第６号議案　基金募集および割当ての件　　第７号議案　組織設置の件
第８号議案　理事担当業務および従業員人事決定の件　　第９号議案　顧問委嘱の件
第10号議案　外部理事との責任限定契約締結の件

◆会員
４月２２日の協会設立発表会が実質的な活動スタートとなりました。会員入会状況は、現在までのところ、
入会申込と入会内諾・希望合わせて、次の14の法人・団体・個人となっています。（敬称略）

①ＮＥＣ Ａｖｉｏ赤外線テクノロジー株式会社　　②株式会社テストー　　③加賀ソルネット株式会社
④有限責任事業組合ビジョンセンシングテクノロジー　　⑤西日本高速道路エンジニアリング関西株式会社
⑥一般社団法人 改修設計センター　　⑦ＴＶＳ構造物診断研究会　　⑧社団法人 日本電気協会　　
⑨社団法人 日本プラントメンテナンス協会　　⑩立命館大学 理工学部 教授 木股雅章
⑪東京工業大学 大学院理工学研究科　教授　橋本壽正　　⑫東京工業大学 大学院理工学研究科　助教　森川淳子
⑬防衛大学校　機械工学科　准教授　中村 元　　⑭株式会社エフ・ディー・イー

本文を書いている時点で、実質的な活動スタートから約２ヶ月を過ぎようとしていますが、未だ、協会の基盤整備に追わ
れ、毎日があっという間に過ぎてしまいます。協会発信の各種企画など、早急にまとめて行かなければならないものが
山積しています。本会報が発行され、皆様方のお手元に届く頃には、色々な企画がスタート出来ていれば良いのですが。
事務局一同がんばるのみです。
本会報の制作に当たっても、初めて経験することばかりで、思うように進まず当初予定から大幅に遅れています。創刊号
ですので、本協会が設立された背景などを知っていただくために、協会設立発表内容が主体となっていますが、記事に
まとめる難しさを痛感している次第です。季刊で、次号は１０月を予定していますが、十分な記事が集められるかと今か
ら気を揉んでいます。
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